
 

２ 教育目標 

（１） 学校の教育目標 

   健康で心豊かな明るい子どもを育てる。 

  ◎思いやりのある子 ◎自分で考える子 ○健康でたくましい子 ○よく働く子 

令和８年度は学校の教育目標の達成に向け、自己調整力の育成に重点をおいた教育活動を推進する。 

 

  【学校として育成を目指す資質・能力】 

〇自分も友達も大切にして、仲良く生活できる力 

〇自ら学び、よく考えて、行動できる力 

〇困難に直面しても対応・回復できる力（＝レジリエンス） 

〇自分の役割を果たし、地域や社会をよくしようと働ける力 

 

（２） 学校の教育目標を達成するための基本方針 

ア 思いやりのある子の育成 

（ア） 日常的な生活指導について、全員で一致協力した指導の徹底を図るとともに、児童自らが

主体的に生活をより良くしようとする機会を大切にして、みんなが楽しい生活の基盤を固め

る。 

（イ） 人権尊重の理念を基盤とした道徳教育の充実を図り、人権週間や平和月間などの具体的な

取組みを全校で目的を共通理解して実施することにより、児童に規範意識と思いやりの心を

養うとともに、自尊感情・自己肯定感を高める。 

（ウ） 学級環境の整備や「サポートルーム」、保健室、むらさき教室などの校内体制や施設の工夫、

教室内外の対応などを組織的に行い、児童が安心して過ごすことができる環境づくりを行う。 

 

イ 自分で考える子の育成 

（ア） 自己調整力（自らの学びや生活の仕方などの状況を自覚し、改善していくことができる力）

の高まりを目指し、学園研究・校内研究に取り組み、日常的な授業改善を推進する。 

（イ） すべての学習の土台となるよう、言語活動を重視し、思考・判断・表現を伴う「話す・聞

く・書く・読む活動、考えたことを伝える学習」を充実させることにより、言語能力の育成

を図る。 

（ウ） デジタルの活用や学校支援ボランティアとの連携による指導の個別化や計算チャレンジ等

による学習の個性化などを推進し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。 

 

ウ 健康でたくましい子の育成 

（ア） 食育の取組みや保健指導など、総合的に健康教育を推進し、健康的な基本的習慣の定着を

図り、生涯にわたって心身共に健康な生活を送るための基礎を培う。 

（イ） 体力テストの調査結果とその分析から、学校や学年、個人の課題に応じた取組みを行う。特に、校

内研究の「自己調整力の高まりを目指した」授業改善を推進する。また、課題に対して児童

が主体となった取組みとなるよう、体力の定義を児童が理解できるようにするとともに、重

点を絞った日常的な体力づくりを推進して、日常的に運動に親しむ態度を育てながら体力を向上

させる。 

（ウ） 不安や悩み、ストレスへの対処する力や、自分が困ったときに助けを求める力を身に付けるとともに、

キャリア・アントレプレナーシップ教育など、自ら取り組み、課題を解決する経験を通して、

困難に立ち向かい、対応していく心を育てる。 
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エ よく働く子の育成 

（ア） スクール・コミュニティ推進員やコミュニティ・スクール委員会サポート部との連携を強

化して地域学習を充実させ、地域社会とのかかわりから、地域環境を理解させ、住む街への愛着

を深めるとともに、社会や集団の一員としての自覚を育て、地域社会をより良くするために行動しよ

うとする態度を育てる。 

（イ） 学校行事や学級活動、体験活動などを意図的・計画的に行い、一人ひとりが役割を果たすことに

よって、成功体験や達成感を味わうことができるようにする。試行錯誤しながらあきらめず粘り強く取

り組んだり、「やればできる」という自信につながる経験をしたりして、自分のよさを認識できるよう

にして自己肯定感を高めるとともに、自己実現しようとする児童を育成する。 

（ウ） 児童会・生徒会活動を核とした学園交流活動の取組みを通して、児童・生徒の学園意識やリ

ーダーシップ、パートナーシップを育てる。活動の中では、自己選択や自己決定、児童の意

思や調整力を尊重し、自己有用感や自治の力を育てていく。 

 

オ チーム学校の推進（学校風土の醸成） 

（ア） すべての児童が安心して充実した学校生活が送れるよう、教職員の愛情ある丁寧な指導や、一部教科

担任制や交換授業、学年担任制の実施により、多くの目で児童を見守り育てるとともに、教員の経験や

力量による学級経営力・授業力の差の解消を図り、安定した質の高い教育を行う。 

（イ） 学園としての一体感をもちながら、鷹南学園コミュニティ・スクール委員会や地域学校協

働本部「たかみんネット」との協働活動を充実させるなど、家庭・地域社会、多様な経験や専門

性をもった人財、関係機関等と連携して、児童の豊かな学びを実現する。 

（ウ） 一人ひとりの教職員が、高い志と児童や学校への愛情、相手意識をもって自らの責務を全

うするよう、対話に基づく研修受講の奨励等によって資質・能力の伸長に努めるとともに、

確実な合意形成の基に学園・校内研究を進める。また、教職員の職務の精選・慣習の見直しを行

い、校務の効率化と教育の質の向上を図る。 

 

   カ 社会に開かれた教育課程 

（ア） 学校とコミュニティ・スクール委員会をはじめとした保護者・地域が、育てたい児童、育成すべき資

質・能力について課題・目標を共有化し協働しながら、地域人財との連携や地域資源の活用を行い、教

育活動の質の向上を図る。 

（イ） 児童が自ら目標をもって生活をするため、教育活動全体において自己調整力の育成に重点をおく。キ

ャリア・パスポートを活用し自身の変容や成長を自己評価し、保護者とも共有しながら学習を進める。 

（ウ） 総合的な学習の時間を中心としたカリキュラム・マネジメントの実施について、学園版カリキュラム

をより効果的に活用するため、見直し・改善を図りながら、児童が地域資源を生かした学びや、長期休

業中等において児童が自立的に課題解決する学習を進める。 

（エ） 保護者の願いや声を適切に受け止めることができるようにすると同時に、学校の教育活動

の意図も正しく伝わるようにして信頼を深めていく。個人面談や保護者会の充実を図るとと

もに、ＰＴＡやオヤジの会との連携を深め、保護者が子どもの成長により高い関心をもてる

ように働きかける。 

（オ） 校舎の建替えに向けて、教育活動に大きな支障が出ないよう、カリキュラムの見直しや施

設の管理、備品等の整備を計画的に進めていく。児童の思いや願いを活かせる場面をとらえ、

積極的に意見を募るよう努める。 
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（３） コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校としての重点 

ア 教育活動全般を通じて、すべての児童の自己調整力を高めるとともに、保護者・地域の方との連携を積

極的に取り入れ、児童自身が学年に応じより良い学校づくりに関わるようにすることで、主体的に社会に

参画する態度を養う。 

 

イ 東台小学校・第五中学校と連携した交流活動や体験活動の確実な実施、学園研究と連動した校

内研究の取組みを生かした日常的な授業改善によって、児童の学びを充実させるとともに、教員

同士の連携をより深め、「チーム学園」一体となった教育活動を推進する。 

 

ウ 相互乗り入れ授業の効果的な実施に向け、ねらいや役割を明確にし、児童・生徒の学習効果の

向上を図る。 

 

エ 学園運営委員会での協議やコミュニティ・スクール委員会主催の熟議、児童会・生徒会を核と

した学園の課題に対する取組みなどを通して、児童・生徒や保護者・地域の、学園・学校、教職

員に対する支持的風土を醸成する。 

 

オ 学校３部制の推進と新校舎の建築に向け、学校施設の活用推進や備品等の整理に取り組むとともに、

保護者・コミュニティ・スクール委員や地域、関連団体等が連携・協働し、地域をつなぐ拠点となる学校づ

くりを推進する。 

第１表の４ 学校名  鷹南学園三鷹市立中原小学校            


